
2020.2
第２回 国際奉仕
カンボジア

2019-20年度の国際奉仕は、
2018-19年度に続きリエンポン
村及び首都プノンペン近郊の
小学校及び中学・高等学校と
計3か所を訪問してまいりまし

た。



2020.2.6
プノンペン近
郊の小学校を
訪問
サッカーボールや
文房具を寄付しま
した。









2020.2.6
プノンペン南東部ブレイベ
ン中学・高等学校

サッカーボール及び文房具を寄付しました。







サッカー元日本代表本田
圭佑さんからサッカー
コートが寄贈されていま
した。



2020.2.7
シムリアプ近郊リエンポン
村寄贈式



2019-20年度もミシン・
布等を寄付しました。





濁った飲料水

 式典の後校内を散策しているときに覗いた水がめの映像です。

 まさに、濁り水です。内田さんの説明では、この村全体がこのような濁り水を飲
んでいるとのことでした。内田さん本人も、めったに飲むことはないと話してい
ました。

 このような不衛生な水、整備されていない排水溝等の影響で、毎年多くの子供た
ちが下痢・食中毒に悩まされているそうです。

 当クラブの参加メンバ－は、まず衛生面の改善から考えなければ、ということで
安全な井戸を提供してはどうだろうという意見が出ました。

2020-21年度の国際奉仕は“安全な水を子供たちに”



2020.6
カンボジアからの
恩返し
 2020.５月コロナの影響でマスク
不足になっている中、カンボジア
に寄贈したミシンでマスクを作成
し、在仙台カンボジア領事館を通
し、シェアーザウィンドウより三
島市にマスクが届けられました。





2020.7
在日本国カンボジア王国
大使館より支援要請

 カンボジア大使館の要請を受け、在仙台カン
ボジア王国領事館より支援要請がありました。

 内容は、現在日本に定住しているカンボジア
人留学生、技能実習生、特定技能者等がコロ
ナの影響で職も薄くなり、バイトもなく疲弊
しているので食品等の現物支援をお願いした
いとの事でした。



2020.7
在日本カンボジア王
国大使館へ支援物資
届ける

ワンボックス２台分の、
コメ、麺類、缶詰、菓子
等を車に乗せ、大使館ま
で届けました。





2020.9
カンボジア大使館の要請により再び支
援
大阪・京都へ

関西方面の支援会に勇者の協力により、米、麺類、缶詰等支援し
ました。





2020-21年度
環境改善
きれいな水を届けよう





2020.11
カンボジア リエンポン
村の井戸事業報告

 シェアーザウィンドウ内田さん、在仙
台領事館 田井領事の協力の下、11月
に間に合うように作業指示をしていま
した。

 １回目の掘削は30ｍほどの掘削でした
が水の濁りがひどく、再度50ｍまで掘
削悪指示しました。（契約上、透明な
水が確保出来るまで何回でも掘り直す
条件で契約をしました）



50ｍの掘削で
透明な水が出ました



子供から村の人たち、み
んなで利用できるように
小学校入り口付近に流し
台、貯水タンクを設置し
ました。







水質検査

 田井領事推薦のプノンペンの水質検査セ
ンターへ井戸水を運搬

 水温１６度にキープし、バスで８時間。
プノンペンで田井領事の秘書が検査場ま
で届けてくれました。ありがとうござい
ます。

 後日検査結果をもらうため、内田さんに
プノンペンへ行って頂きました。往復16

時間の車移動、ご苦労様でした。



検査結果

有害物質の検出もなく飲料水としては問題ないとのことです。









思いはひとつ

カンボジア国際支援はまだ始まったばかりです！


